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平
成
31
年
4
月
15
日
㈪
に
太
田
・
大
別
・
片
無
去
地

区
を
対
象
に
「
ら
く
と
ぴ
あ
」
に
て
、
17
日
㈬
に
若
松
・

糸
魚
沢
地
区
、
尾
幌
・
上
尾
幌
・
釧
路
町
地
区
を
対
象

に
「
集
会
所
」・「
ふ
れ
あ
い
館
」
に
お
い
て
、
地
区
別

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
通
常
総
会
へ
向
け
て
の
懇
談
会
で
し
た
が
、
厚

岸
町
議
選
な
ど
ご
多
用
中
の
中
、
組
合
員
26
名
と
若
干

少
な
い
人
数
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
生
乳
や
ク
ミ
カ
ン
状
況
の
報
告
の
ほ

か
、「
持
続
可
能
な
事
業
運
営
の
あ
り
方
」
検
討
を
重

ね
て
来
た
結
果
に
つ
い
て
当
Ｊ
Ａ
と
し
て
の
今
後
の
事

業
運
営
の
方
向
性
に
つ
い
て
も
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
議
案
で
あ
る
「
平
成
30
年
度
収
支
決
算

と
剰
余
金
処
分
案
」、「
平
成
31
年
度
事
業
計
画
」、「
監

事
監
査
規
程
の
一
部
変
更
」
な
ど
に
つ
い
て
説
明
・
協

議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
意
見
の
中
か
ら
は
、「
酪
農
現
場
で
は
乳
価
や
個

体
販
売
価
格
が
値
上
げ
に
な
っ
て
い
る
が
、Ｊ
Ａ
の
剰

余
金
が
落
ち
込
ん
で
い
る
原
因
は
何
か
？
」、「
災
害
時

の
断
水
対
応
は
Ｊ
Ａ
で
ポ
ン
プ
を
用
意
す
る
の
は
助
か

る
が
、
個
別
農
家
へ
の
助
成
対
策
な
ど
は
検
討
し
て
い

な
い
の
か
？
」、「
新
規
就
農
者
が
研
修
し
て
い
る
が
、

研
修
牧
場
な
ど
の
構
想
は
な
い
の
か
？
」な
ど
、多
く
の

意
見
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
に
お
い
て

検
討
し
て
い
く
課
題
も
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

行
事
等
が
重
な
り
、
出
席
者
が
少
な
い
状
況
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
5
月
13
日
の
総
会
当
日
に
は
多
数
の
組

合
員
の
方
が
ご
出
席
さ
れ
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
可
決

承
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

JAJATOPICS!TOPICS!
トピックス～ な話題～旬

地区別
　懇談会
地区別
　懇談会
開催

尾幌・上尾幌・釧路町地区

若松・糸魚沢地区

太田・大別・片無去地区
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平
成
31
年
2
月
26
日
㈫
に
若
松
・
糸
魚
沢
地
区
に
て
、

27
日
㈬
に
尾
幌
地
区
の
断
水
対
策
の
た
め
に
ポ
ン
プ
実

証
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

厚
岸
町
役
場
か
ら
も
、災
害
時
に
備
え
、事
前
に
個
々

で
対
策
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き
、
こ
れ
か

ら
も
災
害
対
策
の
準
備
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
平
成
31
年
度
に
お
い
て
、Ｊ
Ａ
と
し
て
も
水
中

ポ
ン
プ
を
導
入
し
て
、
断
水
時
に
備
え
た
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
や
地
区
別
対
策
会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
き

ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
ポ
ン
プ
の
実
証
実
験
に
つ
い
て

　

河
川
か
ら
の
ポ
ン
プ
で
の
取
水
に
よ
り
、
災
害

時
の
断
水
に
備
え
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
若
松
・

糸
魚
沢
地
区
に
つ
い
て
は
、
川
の
す
ぐ
そ
ば
に
ポ

ン
プ
を
設
置
し
、
水
の
汲
み
上
げ
試
験
を
実
施
し

ま
し
た
。
尾
幌
地
区
に
つ
い
て
は
、
凍
結
し
て
い

る
川
の
氷
に
穴
を
あ
け
て
、
無
事
に
取
水
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

●
地
区
別
災
害
対
策
会
議

　

若
松
・
糸
魚
沢
地
区
は
昨
年
の
１
２
月
に
若
松

集
会
所
、
尾
幌
地
区
は
ポ
ン
プ
の
実
証
実
験
終
了

後
に
尾
幌
ふ
れ
あ
い
館
に
て
、
発
電
機
の
運
用
方

法
や
断
水
時
の
対
応
に
つ
い
て
地
域
の
酪
農
家
の

方
々
と
協
議
し
ま
し
た
。
断
水
時
に
各
農
家
で
で

き
る
こ
と
や
、
想
定
さ
れ
る
問
題
点
を
出
し
合
い
、

貯
水
に
向
け
た
準
備
を
そ
れ
ぞ
れ
が
進
め
る
こ
と

で
一
致
し
ま
し
た
。

断
水
時
に
備
え
て
、

実
証
実
験
・対
策
会
議
の
実
施

JAJATOPICS!TOPICS!
トピックス～ な話題～旬

若松・糸魚沢班、尾幌班の２地区で実験若松・糸魚沢班、尾幌班の２地区で実験

若松・糸魚沢班

尾　幌　班



　当ＪＡにおいて、岐阜大学２年の女性２名（鈴
木綾乃さん、松尾美咲さん）、平成31年３月25日
から４月２日まで９日間の日程で宮本牧場にて酪
農体験（ファームステイ）の受入れをして頂きま
した。
　当ＪＡの酪農体験については、「酪農に関心を
持つ人材との交流による長期的な人材獲得への取
組み」として、交通費の全額相当支援など体制整
備を行いながら、農業人フェア等の就農イベント
にてＰＲをしておりました。
　電話にて酪農体験の申込みを受けた時から「や
る気満々」で、釧路空港で出迎えた時も元気いっ
ぱいのお二人でした。
　期間中は、牧場見学、哺育センター見学、家畜
市場見学、町内観光など有意義な時間となり、酪
農をはじめ、あっけし極みるくや海の幸など地域
の魅力について十分なＰＲとなりました。
　「北海道の寒さ」「厚岸の味覚」「景色」「星空」「野
生動物」など私たちにとっては当たり前の事です
がお二人にとってはとても新鮮だったそうです。
　最後には「また厚岸町に来たい」「より酪農へ
の関心が強まった」といった嬉しい声を聞くこと
ができ、お二人は教職員を目指す学部に所属して
いますが、担当としては厚岸の酪農に関与できる
道に進んでいただきたいと期待したところであり
ます。
　宮本牧場の皆様には、期間中の宿泊や食事をは
じめ、管内観光など快く受け入れにご協力を頂き
ありがとうございました。

4

JAJATOPICS!TOPICS!
トピックス～ な話題～旬

酪農体験
Farm stayFarm stay
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平
成
31
年
度
4
月
1
日
付
け
で
採
用
さ
れ
ま
し

た
職
員
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ご
来
組
の
際
に
は
、気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

地
域
酪
農
の
発
展
た
め
、
過
去
に
育
成
牛

を
扱
っ
て
い
た
経
験
を
活
か
し
、
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

平
成
31
年
3
月
30
日
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
た
方

は
5
名
で
す
。

　

新
し
い
１
歩
を
踏
み
出
す
方
々
、Ｊ
Ａ
事
業
運

営
に
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
様
々
な
部
署
で
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
健
康
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
大
変
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

JAJATOPICS!TOPICS!
トピックス～ な話題～旬

営農畜産課
哺育・育成センター
阿 野 純 司
（臨時職員）

　

新
規
就
農
に
向
け
研
修
す
る
に
当
た
り
、

１
年
間
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
職
員
と
し
て
町
内
の

酪
農
形
態
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
地
域
の
酪
農

家
の
方
々
に
も
、
い
ろ
い
ろ
ご
指
導
願
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

営農畜産課
厚岸町酪農ヘルパー
利用組合出向

橘 　 佑 輔
（臨時職員）

　

こ
の
た
び
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
酪
農
の
発

展
の
た
め
、
新
た
に
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
業
務
だ

け
で
は
な
く
、
酪
農
全
般
の
サ
ポ
ー
ト
業
務

を
行
う
た
め
、
退
職
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

在
職
中
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
内
に
お
い
て
、
様
々
な
酪
農
サ

ポ
ー
ト
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

営
農
畜
産
課

厚
岸
町
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
出
向

職
員
の
退
職

河
　
村
　
将
　
志
　
　
古
　
川
　
圭
　
一

佐
々
木
　
　
　
薫
　
　
高
　
橋
　
翔
　
太

　

こ
の
た
び
、一
身
上
の
理
由
に
よ
り
３
月
末

日
を
も
っ
て
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

短
い
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

営
農
畜
産
課
　
哺
育
・
育
成
セ
ン
タ
ー

西
谷
内
　
智
　
恵

新
規
採
用
職
員
紹
介

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
デ
イ
リ
ー
運
動
」
釧
路
担
い
手
対
策
推
進
グ

ル
ー
プ
と
根
室
営
担
協
担
い
手
確
保
推
進
部
会
が
主
催
す
る
「
北
海

道
釧
路
根
室
酪
農
相
談
会
ｉ
ｎ
東
京
」
が
平
成
31
年
3
月
22
日
、
ホ

ク
レ
ン
東
京
支
店
に
て
開
催
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
を
含
む
7
Ｊ
Ａ（
釧
路

5
Ｊ
Ａ
、
根
室
2
Ｊ
Ａ
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
高
校
生
か
ら
社
会
人

ま
で
主
に
関
東
圏
か
ら
9
組
の
方
に
ご
来
場
を
頂
き
、
当
Ｊ
Ａ
は
7

組
の
方
と
面
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
釧
路
根
室
地
区
」
と
「
酪
農
」
に
限
定
し
た
相
談
会
で

あ
っ
た
た
め
、
ご
来
場
を
頂
い
た
皆
さ
ん
の
「
北
海
道
酪
農
」
へ
の

関
心
度
が
高
い
た
め
面
談
も
熱
く
な
り
、
来
場
者
が
絶
え
る
こ
と
な

く
終
了
時
間
を
延
長
す
る
ほ
ど
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
に
は
当
地
区
で
酪
農
体
験
を
希
望
す
る
方
も
お
り
ま
し
た
の
で
、

今
後
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
り
な
が
ら
、酪
農
体
験
を
通
じ
て「
酪
農
」「
厚

岸
町
」
の
魅
力
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
図
る
と
と
も
に
当
地
区
へ
の
定
着

を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
就
農
希
望
者
と
の
唯
一
の
接
点
で
あ
り
、

貴
重
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
粘
り
強
く
、
他
の
地
区
と
の
差
別
化
を
図
り
な
が
ら
、「
新
規
就

農
者
」「
ヘ
ル
パ
ー
希
望
者
」「
実
習
・
体
験
希
望
者
」
な
ど
の
人
材

確
保
に
取
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北海道釧路根室酪農相談会　東京
北海道釧路根室酪農相談会　東京
北海道釧路根室酪農相談会　東京in

Welcome
デイリー運動
Welcome
デイリー運動
Welcome
デイリー運動
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平
成
31
年
3
月
19
日
㈫
に
来
賓
３
名
、
部
員
34
名
、

事
務
局
２
名
の
総
勢
39
名
が
集
ま
り
、
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
の
平
成
30
年
度
事
業
活
動
報
告
並
び
に
収
支
決

算
と
、
平
成
31
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
に
つ

い
て
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
は
役
員
改
選
も
あ
り
、
新
役
員
体
制
と

な
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

部　

長　

寺
島
亜
矢
子　
　
　
　
　
　
　
　

副
部
長　

中
山
小
百
合　
　

佐
藤
由
美
子　

監　

事　

加
藤
多
恵
子　
　

河
村　

美
幸　

理　

事　

西
野
と
し
子　
　

江
幡　

弘
子　

徳
田　

有
子　
　

菅
原　

京
子　

木
原　

千
秋　
　

大
野　

初
恵　

佐
々
木
妙
子　
　

松
浦　

純
子　

村
田　

晴
美　
　

大
和
美
千
代　

福
田　

利
江　
　

中
山　

智
美　

　
　
　
　

小
島　

倫
子　

フ
レ
ミ
ズ
代
表　

矢
上　

頼
子　

　

日
頃
よ
り
女
性
部
活

動
に
対
し
ま
し
て
、
格

別
の
ご
高
配
を
賜
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
部
長
と
い

う
大
役
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
気
が
引
き
締
ま
る
思

い
が
致
し
ま
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で

同
様
の
皆
様
の
助
け
を
得
な
が
ら
新
役
員
一
同
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
指
導
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

【
平
成
31
年
度 

新
役
員
】

〜
寺
島
部
長
よ
り
〜

釧路太田
女性部
通常総会

釧路太田
女性部
通常総会

第65回

通信女性部
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平
成
31
年
3
月
27
日
㈫
に
釧
路
農
業
会
館
に
て
、
釧
路

地
区
の
女
性
部
協
議
会
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
の
事
業
報
告
と
平
成
31
年
度
の
事
業
計
画

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
新
任
の
方
が
２
名
、
再
任
の
方
が
１

名
選
出
さ
れ
、
そ
の
中
で
当
地
区
の
女
性
部
長
で
あ
っ
た

小
澤
部
長
が
Ｊ
Ａ
釧
路
地
区
女
性
協
議
会
会
長
に
選
任
さ

れ
、
後
の
４
月
３
日
㈬
Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
協
議
会
総
会
で

Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性
協
議
会
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
澤
部
長
に
は
、
お
忙
し
い
中
、
地
区
女
性
協
会
長
に

加
え
、
全
道
女
性
協
の
副
会
長
と
公
職
が
増
え
ま
し
た
が
、

単
組
の
活
動
に
も
参
加
さ
れ
、
今
ま
で
以
上
に
女
性
部
活

動
を
ご
支
援
・
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
道
女
性
協
副
会
長

に
就
任
し
ま
し
た
小
澤

で
す
。

　

思
わ
ぬ
重
責
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

道
女
性
協
と
管
内
、
そ

し
て
単
組
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
頑
張
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

年
々
、
女
性
部
の
活
動
も
多
岐
に
渡
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
今
年
も
部
員
の
皆
様
が
楽
し
め
る
内
容
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
部
員
や
女
性
正
組
合
員
の
更
な
る
加
入

促
進
に
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

部
員
の
皆
様
の
御
協
力
・
御
支
援
、
御
家
族
様
の

御
理
解
を
こ
の
先
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

〜
小
澤
会
長
よ
り
〜

釧路地区女性協議会通常総会釧路地区女性協議会通常総会

　第72回通常総会が５月13日㈭に開催されますので万障繰り合わせの上、
ご出席下さいます様、お知らせ致します。

※総会当日は、忘れずに総会資料をご持参ください。

第72回通常総会の開催
お 知 ら せ

開催日時／令和元年5月13日㈪ 午前10時
開催場所／厚岸町太田活性化施設「らくとぴあ」
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平
成
31
年
４
月
19
日
㈮
に
、Ｊ
Ａ
会
議
室
に
て
、
部

員
総
数
26
名
の
う
ち
、本
人
出
席
15
名
に
て
、平
成
30
年

度
Ｊ
Ａ
釧
路
太
田
青
年
部
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
小
野
寺
副
部
長
の
音
頭
に
よ
り
Ｊ
Ａ

青
年
部
綱
領
を
朗
唱
後
、
鹿
能
部
長
よ
り
開
会
の
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、Ｊ
Ａ
釧
路
太
田
の
須
田
参
事
、
釧
路

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー　

釧
路
東
部
支
所
北
支
所
長

の
２
名
の
方
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
齋
藤
氏
が
選
出
さ
れ
、
議
案
に
あ
り
ま
し

た
、
第
１
号
「
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
」、
第

２
号
「
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
」、
第
３
号
「
会

費
の
徴
収
及
び
徴
収
方
法
」
に
つ
い
て
は
、
満
場
一
致

で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
４
号
議
案
の
「
役
員
の
選
任
」
に
つ
い
て
は
、
協

議
の
結
果
、
別
記
の
と
お
り
新
役
員
体
制
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
北
海
道
青
年
部
協
議
会
で
副
部
長

を
務
め
ら
れ
た
大
野
尋

人
氏
よ
り
、
北
海
道
青

年
部
協
議
会
の
活
動
報

告
を
し
て
い
た
だ
き
、

自
分
た
ち
に
求
め
ら
れ

て
い
る
組
織
活
動
の
必

要
性
や
、Ｊ
Ａ
事
業
運

営
へ
の
参
画
を
再
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

大
野
氏
、
大
変
ご
苦

労
様
で
し
た
。

釧路太田
青年部
通常総会

釧路太田
青年部
通常総会

部　

長　

小
野
寺
竜
之
介　
　
　
　
　
　
　

副
部
長　

中
山　

貴
裕　
　

荒
岡　

宏
文　

理　

事　

鹿
能　

友
樹　
　

矢
上　
　

尚　

内
柴　

栄
輔　
　

畠
山　

浩
光　

監　

事　

中
山　

景
介　
　

齋
藤　

高
範　

　

部
長
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
小
野
寺
竜
之
介
で

す
。

　

近
年
、自
由
を
う
た
っ

た
貿
易
や
市
場
取
引
も

含
め
た
国
内
外
の
情
勢
、

ま
た
、
そ
れ
ら
と
と
も

に
変
化
し
て
い
く
農
政
、
と
い
っ
た
危
機
感
や
不
安

を
、
ど
う
我
々
青
年
部
が
理
解
し
行
動
し
解
決
、
打

開
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
見
出
せ
る
か
が
求
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
盟
友
数
の
減
少
、
組
織

の
運
営
や
活
動
の
維
持
と
い
っ
た
大
変
厳
し
い
局
面

を
向
か
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

先
人
達
の
受
け
継
い
で
き
た
バ
ト
ン
を
、
山
積
み

さ
れ
た
問
題
を
、
少
し
で
も
軽
減
し
て
か
ら
次
世
代

へ
受
け
渡
す
た
め
に
、
私
は
、
管
内
・
全
道
の
盟
友

達
と
、
そ
し
て
こ
の
Ｊ
Ａ
釧
路
太
田
青
年
部
と
の
繋

ぎ
役
と
し
て
、
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
所
が
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、

皆
様
の
お
力
添
え
を
借
り
て
、
今
年
度
新
体
制
で
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
平
成
31
年
度 

新
役
員
】

〜
小
野
寺
部
長
よ
り
〜

通信青年部



図１　月別損失乳量の推移（厚岸町乳検）

表１　ホルスタインの適温域（℃）

写真２　ウォーターカップをきれいにしよう

写
真
１　

カ
ー
フ
ハ
ッ
チ
上
の

　
　
　
　

通
風
口
を
開
放

【出所】「乳牛管理の基礎と応用（2012改訂版）」
（2011）　株式会社デーリィ・ジャパン社

泌　乳　牛 ０ ～ ２０
　４ ～ ２０
１３ ～ ２５

育　成　牛
哺　乳　牛

平
均
損
失
乳
量
（
㎏
／
頭
／
日
）

ホット
ライン

釧路農業改良普及センター釧路東部支所

牛舎の飼養環境を“夏モード”に
切り替えましょう！

運転初心者が増えてくる時期です。公道走行には、気をつけましょう。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■お問い合わせ先／普及センター東部支所　TEL.0153－65－2021

9

　図 1は、昨年の厚岸町の損失乳量 (※) の月
別推移です。気温の上昇に伴い、損失乳量の
上昇がみられます。放牧～舎飼への切り替え、
併給飼料の切り替えに加え、暑熱の影響がで
ているかもしれません。
　春は、人間にとっては朝晩寒くても、牛に
とってはもう十分暖かい時期です。牛舎の飼
養環境を ” 夏モード ” に変更して、牛が快適
に過ごせるようにしましょう。　　　

　飼養環境 “ 夏モード ” への留意
⑴ 換　　気　
　５月に入ると、育成牛～泌乳牛の場合、牛床が乾燥し
ていれば、寒冷の心配はいりません。窓・カーテンを開
けて、新鮮な空気を取り込みましょう。
　哺乳牛の場合、朝晩は寒く温度調整が難しい時期です
が、こまめに調整し、新鮮な空気を入れて、臭気がこも
らないようにしましょう。

⑵ 給　　水
　泌乳牛の飲水量は、乳量の３～４倍(100～120L)です。
気温の上昇により、さらに飲水量も増大します。一方、
気温の上昇は、水の腐敗も早めます。牛が飲みたいとき
にきれいな水を提供できるよう、水槽・ウォーターカッ
プに入った残飼の除去・定期的な清掃 ( ぬめり取り ) を
行いましょう。

⑶ 飼料給与
　牛は、涼しい時間帯に採食する習性が
あります。牛が夜間にも食えるよう、給
餌量･回数、掃き寄せ回数を調整しまし
ょう。また、残飼の変敗が気になり始め
る時期です。飼槽の清掃、TMRの調製、
サイレージの給与の回数分割など早めに
対応しましょう。
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0.37
0.36
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月
2
月
3
月
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月
10
月
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月
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0.35
0.34
0.33

上 昇

2017年
2018年



　

ホ
ク
レ
ン
で
は
北
海
道
内
の
料
理
人
ら
を
主
な
対
象

に
し
た
北
海
道
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を

札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
道
内
チ
ー
ズ
工
房

の
生
産
者
に
よ
る
講
演
や
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の
特
長

を
生
か
し
た
料
理
の
実
食
、
盛
り
付
け
の
専
門
家
に
よ

る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
紹
介
し
、
道
産
チ

ー
ズ
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
北
海
道
産
チ
ー
ズ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
や
、

そ
れ
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
が
解
説
さ

れ
、
試
食
会
で
は
道
内
工
房
の
チ

ー
ズ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理

レ
シ
ピ
５
品
が
紹
介
さ
れ
、
ナ
チ

ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の
豊
か
な
風
味
が

Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
し
た
。

　

 

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、平
成
31
年
4
月
12
日
、

札
幌
駅
・
地
下
歩
行
空
間
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｊ
Ｐ
０

１
ま
つ
り
」
で
食
と
農
・Ｊ
Ａ
の
魅
力
を
伝
え
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ（
ジ
ェ
イ
エ

イ
ジ
ャ
ン
プ
）」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
４
０
０
名
を
超
え
る
方
々
に
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
頂
き
ま
し
た
。

　
「
Ｊ
Ｐ
０
１
ま
つ
り
」
は
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
「
Ｊ

Ｐ
０
１
」
に
掲
載
さ
れ
た
企
業
・
団
体
が
中
心
と
な

り
出
展
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

道
内
か
ら
４
Ｊ
Ａ
・
１
連
合
会

も
出
展
し
ま
し
た
。

　
「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
」
配
信
開
始

か
ら
２
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
総
数
は
２
０
，

１
３
８
（
４
／
12
時
点
）
と

な
り
、
２
万
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

を
突
破
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々
の
ト
ピ

ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
食
や
農
業
の

大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

を
願
い
、
平
成
20
年
度
か
ら
、
食
農
教
育
等
を
テ
ー

マ
と
し
た
教
材
本
を
製
作
し
、Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
道
内

の
小
学
校
へ
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
全
道

１
，０
５
９
校
の
小
学
校
お

よ
び
特
別
支
援
学
校
に
贈
呈

し
ま
す
。

　

な
お
、本
会
か
ら
は
、北
海

道
教
育
委
員
会
へ
教
材
本
の

贈
呈
を
行
い
、
教
材
活
用
へ

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン

10

　
Ｊ
Ａ
の
こ
ど
も
共
済
「
学
資
応
援
隊
」
が
マ
マ
リ

口
コ
ミ
大
賞
２
０
１
９
春 

学
資
保
険
部
門 

第
１
位

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
マ
マ
リ
口
コ
ミ
大
賞
」
と
は
、
マ
マ
向
け
ア
プ

リ
「
マ
マ
リ
」
が
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
に“

本
当
に
買

っ
て
よ
か
っ
た”

と
思
う
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
口
コ
ミ
件
数
と
満
足
度

を
基
準
に
支
持
が
多
か
っ
た
上
位
商
品
を
紹
介
す
る

取
組
み
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
ご
満
足

い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生
命
と
健

康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、広
報
誌「
す
ま
い
る
」

を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
３
回
発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・
健
康
情

報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

北海道教育委員会
教育長（写真右）へ贈呈



I n f o r mJA a t i o n
JAインフォメーション
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釧路管内当 農 協
100.8％
100.9％

99.6％
99.8％

99.7％
101.1％

３月中旬
累　　計

全　　道

第１回 平成31年３月30日㈯理事会報告
１．平成31年３月中旬現在の生乳生産状況及び２
　　月末クミカン取引状況について

２．ＪＡバンク基本方針の変更について
３．平成30年度　労働保険事務組合の徴収・納付
　　状況について
４．平成30年度　自己査定及び資産査定の結果に
　　ついて
５．組合員の加入及び脱退について
加入　正組合員３名　　脱退　正組合員１名

１．理事に対する利益相反取引の承認について
２．各種貸付金の貸付承認について
３．平成30年度　農協収支決算及び剰余金処分案
　　について

４．決算監事監査の結果について
５．平成31年度　事業計画の設定について
６．平成31年度　信用供与等の限度額設定及び余
　　裕金運用について
７．平成31年度　貸付金利率の最高限度の設定に
　　ついて
８．組合員懇談会及び第72回通常総会の日程・提
　　出議案について
９．今後の事業運営の方向性について
10．経営階層区分設定基準の変更について
11．信用力評価に基づく債務者別対処方針の設定
　　について
12．平成30年度コンプライアンス取組状況報告及
　　び平成31年度コンプライアンス・プログラム
　　の策定について
13．畜産クラスター事業について
14．農協有地の売却について
15．役員選挙の実施について
16．役員報酬審議委員会への諮問について
17．給与規程の一部改正について

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

報 告 事 項

議 決 事 項

２ ㈭

３ ㈮
４ ㈯
５ ㈰
６ ㈪
９ ㈭

10 ㈮

13 ㈪

15 ㈬

15 ㈬

16 ㈭
20 ㈪
21 ㈫

22 ㈬

23 ㈭
24 ㈮
28 ㈫
29 ㈬
30 ㈭

購買店舗営業日

一般市場（初生のみ）

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

一般市場

釧路太田畜産クラスター協議会総会

釧路Ｂ＆Wショー（～11日）

第72回通常総会

臨時役員会

中山間地事業会計監査（予定）

乳牛市場

Ａコープ特売

一般市場

巡回ドック（糸魚沢集会所）

巡回ドック（尾幌酪農ふれあい館）

巡回ドック（太田活性化施設らくとぴあ）（～24日）

Ａコープ特売

一般市場

町営牧場入牧（～25日・27日予定）

ＪＡ牧野入牧（予定）

Ａコープ特売

一般市場

行事予定5月
令和元年
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　日に日に暖かさが増し、桜も咲き始めてすっかり季節は春になりましたね。春といえば山菜のシーズンで
すね！毎年この時期が楽しみで、山菜の天ぷらやお浸しなどでついついご飯も進んでしまいますが、今月は
健康診断もあるので少し気を付けようと思います。(笑)
　また５月１日からは元号が「令和」になり、自分が生まれた「平成」が終わってしまったんだなぁと思う
と少し寂しいですが、また新たな気持ちで日々頑張りたいと思います。
　そしてこの時期になると農作業の方も夏の牧草収穫に向け準備が始まりますね。皆さん少しずつ忙しくな
ると思いますが、作業中の怪我や事故等には気をつけてお過ごしください。　　　　　　編集担当／Ｙ.Ｋ

肌寒い日はあるものの、学校では新学期、入学式。
大地も雪解けを迎え、春を感じます。

（ペンネーム／コンサ大好き親父）

４月16日夕方５時頃、子猫が１匹生まれ始めて
いる所に偶然出くわしました。搾乳が終わる頃に
は３匹に増えていました。次の日には６匹に増え
ていました。すごくめんこいね。

（ペンネーム／子ねこ大好き）

桜やチューリップ
春らしさはいつ来るので
しょうか…　ハウルくん

我が家の庭に福寿草。
やっと春の訪れを感じる
ようになりました。

広場みんなの広場みんなの
コミュニケーション

iPone大好き親父

読者
の

ショット
ベスト
ショット
ベスト
ショット
ベスト

事故等の場合には

ご契約のＪＡ
（業務時間内）

G.W
ゴールデンウィーク

期間中

もしくは

JA共済事故受付センター
ジ コ は ク ミ アイ

レッカー移動や故障時の応急対応が必要な場合には

　　の自動車共済 フリーダイヤル安心サービスのご案内

ご契約の自動車が事故や故障に見舞われたときは

0120－258－931
JA共済サポートセンター

レッカーサービスは ク ミ アイ

0120－063－931

フリーダイヤル安心サービス（　　　　　）24時間
365日対応
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